
PROFILE
国立音楽大学声楽学科卒業。文化庁在外研修員として、2001 年
よりイタリア ･ ボローニャへ 2 年間留学。その後、2007 年まで
イタリアに在住。イタリアオペラを中心に 50 役を超える幅広い
レパートリーを有し、国際的に活躍を続けている。2002 年にオ
ルヴィエートのマンチネッリ劇場にて ｢リゴレット｣ マントヴァ
公爵でヨーロッパデビュー。藤原歌劇団では、｢椿姫｣ アルフレー
ド ･ ｢ラ ･ ボエーム」ロドルフォ ･「ルチア」エドガルド ･「仮
面舞踏会」リッカルド、新国立劇場では ｢椿姫｣ アルフレード ･

「蝶々夫人」ピンカートン ･ ｢黒船｣ 領事 ･ ｢修禅寺物語｣ 頼家等
に主演し、常に最大級の賛辞を受けている。2004 年に、第 40
回日伊声楽コンコルソ第 1 位、第 35 回イタリア声楽コンコルソ
シエナ大賞受賞で、国内主要コンクール 2 冠を達成。海外では、
第 9 回マダムバタフライ世界コンクール優勝のほか、15 の国際
声楽コンクールで優勝または上位入賞。2007 年 ･2012 年～

2017 年 NHK ニューイヤーオペラコンサートに出演。2010 年 6
月には、イタリア･スポレートのDueMondi音楽祭より招待され、
ヘンツェ作曲 ･ 三島由紀夫原作のオペラ「午後の曳航」舞台上演
世界初演で、主役の NOBORU 役を演じ、ヘンツェ本人をはじめ、
各マスコミより絶賛された。同公演は、イタリア国営放送 RAI
のドキュメント番組および、オペラ全曲が放送された。また、日
本全国で出演しているリサイタルやディナーショーでは、情熱的
な歌声を聴かせるとともに、誠実な語り口と親しみやすいキャラ
クターで、新たなクラシックファン層を広げる演奏活動も、積極
的に行なっている。平成 16 年度五島記念文化賞オペラ新人賞受
賞。藤原歌劇団団員。南大沢コミュニティオペラ芸術監督。勝浦
歌劇団総監督。人気実力ともに、日本を代表するテノール歌手と
して、日本オペラ界を牽引している。

自己PR
国内や海外での大規模オペラ公演への出演が、私の本来の活動目的であると共に、聴衆の方々との距離が近いトークコ

ンサートやレクチャーコンサートは、私にとって非常に大切な演奏経験だと考えています。実際のコンサートでは、第

1部には、お話しを一切入れず本物の生の歌声を耳や肌で感じて頂き、第 2部では、お話しを交えた楽しいコンサートで、

2つの顔をお見せします。拍手の仕方やBravo ！！の掛け声の練習等で、必ず盛り上がるコンサートを演出します。あ

なたの街にも、テノールの歌声で笑顔を！！

やってみたいアクティビティとコンサート
アクティビティに関しては、子供たちに、童謡唱歌や輪唱を通して、歌うことの楽しさを体験してもらいます。大人向

けでは、ふりがな付きの楽譜を使用した、イタリア語の歌を歌うレクチャー講座を実施します。皆さんすぐ歌えるよう

になります。

～いま一番力を入れているコンサート企画～

「アンコールに、村上敏明と“翼をください”を歌おう！！」現在、日本全国ほとんどの小中学生が知っている名曲「翼

をください」を、一緒に歌う企画です。公演チラシや学校への呼びかけで募集。練習時間は、本番当日のみ。体を動か

して、声の出し方を教えます。アンコールの最後に歌うので、感動をみんなで共有できます。集客面でも効果があります。

出演する子供たちは無料招待。ご家族にはチケットを買ってもらいます。子供の晴れ舞台を楽しみに、必ず御来場頂け

ると思います。

その他、女性合唱団との共演でイタリア ･カンツォーネを歌う企画（編曲版。第 2部の冒頭で、3曲ほど。）や、地元

ソリストとの共演企画も、多数経験しています。

【所属マネジメント】
公益財団法人日本オペラ振興会
住所：〒 215-0035 神奈川県川崎市麻生区黒川 76-1
TEL：044-819-5505　FAX：044-819-5205
担当：大沼 久男、菅 若菜、飯田 弥来
　　　E-mail：suga@jof.or.jp

東京都出身　東京都在住

声楽（テノール）

村上 敏明
む ら か み  と し あ き
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